
　

栗
橋
宿
の
中
に
あ
る
福
寿
院
に
は
、
丸

み
を
帯
び
た
独
特
な
書
体
で「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

文
字
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
、
日
本
各
地

に
足
を
運
び
、
念
仏
を
伝
え
歩
い
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
徳
本
上し

ょ
う
に
ん

人
が
書
い
た
も
の
で
す
。

　

徳
本
上
人
は
宝ほ

う
れ
き暦

８
年
（
１
７
５
８
）

に
紀き

い
の
く
に

伊
国
（
現
在
の
和
歌
山
県
）
に
生
ま
れ
、

27
歳
で
出
家
を
し
て
各
地
で
修
業
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
出
身
地
の
関
西
地
方
を
は

じ
め
、
関
東
・
中
部
地
方
で
も
人
々
に
教

え
を
説
い
て
回
り
、文ぶ

ん
せ
い政
元
年
（
１
８
１
８
）

に
江
戸
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
徳
本
上
人

は
藩
主
か
ら
庶
民
ま
で
多
く
の
人
々
か
ら

敬
わ
れ
、
上
人
が
声こ

わ
だ
か高
に
念
仏
を
唱
え
る

様
子
に
倣な

ら
っ
た
「
徳
本
念
仏
」
が
流
行
し

ま
し
た
。
そ
の
人
気
ぶ
り
は
、
上
人
の
も

と
に
あ
ま
り
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
た
め
、

急き
ゅ
う
き
ょ遽
や
ぐ
ら
を
作
り
そ
の
上
か
ら
説
法
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。

　

徳
本
上
人
が
訪
れ
た
地
域
に
は
、
そ
の

独
特
の
書
体
の
名
号
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

が
刻
ま
れ
た
石
塔
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
徳
本
名
号
塔
と
呼
ば
れ
ま

す
。
徳
本
名
号
塔
は
全
国
で
１
５
０
０
点

以
上
あ
り
、
埼
玉
県
内
で
も
40
点
以
上
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

福
寿
院
の
徳
本
名
号
塔
の
正
面
に
は
、

名
号
や
「
徳
本
」
の
名
前
、
花
押
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
名
号
塔
が
建
て
ら
れ
た

の
は
、
上
人
が
亡
く
な
っ
た
後
の
文
政
4
年

（
１
８
２
１
）
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地

元
の
人
々
が
上
人
の
死
を
悼い

た

ん
で
建
立
し
た

も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係（
内
線
３
８
３
）

連
載
　
久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
112
回
）

福
寿
院
の
徳と

く
ほ
ん本
名み

ょ
う
ご
う号
塔

徳本名号塔

東
武
日
光
線

JR
宇
都
宮
線

国
道
４
号

羽
生
栗
橋
線

至古河市

栗橋
郵便局

国道
12
5号 至

幸
手
市

福寿院

栗橋駅入口

東三丁目

栗
橋
駅

〶

小学校３年生の夏休み初日、母に警察署へ連
れて行かれ剣道を始めました。私は体力もな

く気も弱いうえに運動神経が悪く、小学校の運動
会が一番嫌でした。剣道も上達せず、学生時代は
嫌々稽古をしていました。それでも止めずに今ま
で続けられたのは、剣道の先生に「強くならなくて
もいい。正しい剣道をせよ。」「剣道の大家には不
器用な人が多い。」と言われたことや、「常に正々
堂々」、「平常心」などの教えと稽古が終わってか
らの爽快感が好きだったからです。

　本当に稽古に取り組んだのは社会人になってか
らです。剣道の稽古で得られた前向きな心の強さ
や、職場だけに限らず剣道を通じて得られた幅広
い分野の人との交流が仕事を続けるうえで心の支
えになりました。
　５年前に退職しましたが、社会人になってから
50年間続けてきた、ほぼ毎朝の稽古や休日の地元
での稽古は今でも続けております。お陰様で退職
して今も元気に楽しく毎日を送っています。

（南栗橋・喜
き た

多俊
としきよ

清さん）

～わたしのスポーツストーリー～　第２回（不定期連載）
スポーツを通じて感じた喜びや達成感、心に残った出来事など、

スポーツにまつわるお話を募集しています。ここでは、投稿された作品をご紹介します。

※投稿作品の著作権は、久喜市に帰属します。

剣道六十年

◆「あなたのスポーツストーリー」引き続き募集しています！
　住所・氏名・電話番号・Ｅメールアドレス（ある方）・匿名の希望の有無・匿名希望の場合のペンネームを
添え、400字程度にまとめたストーリーを、直接または郵送・Ｅメールで、スポーツ振興課スポーツ企画係
（〒346-0033　下清久500-1 ／Ｅメールsportsshinko@city.kuki.lg.jp）へお送りください。（様式自由）

名号塔に刻まれた徳本の名前
（上部）と花

かおう
押（下部）

健
　
　
康

子
育
て

フ
ォ
ト
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

相
　
　
談

公
共
施
設

注
目
情
報
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